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2020 年 2 月 14 日（土）から 16 日（日）の 3 日間、神戸市にて第 10 回最小侵襲脊椎治

療学会（Minimally Invasive Spinal Treatment）を開催させていただきました。 

COVID-19 の影響が心配されましたが無事に開催できたことに対し、皆様方には深謝申し

上げます。 

今回の学術集会には、大きな変革を伴いました。MISt 研究会から学会となり、名称も MISt

（Minimally Invasive spine Stabilization） から MIST（Minimally Invasive Spinal Treatment）

へ変更されました。従来の MISt のテーマであった低侵襲脊椎手術手技のみならず、予防医

療、診断技術、評価法、保存治療、リハビリテーション、再生医療等の新技術などを横断的・

包括的に ALL JAPAN で議論する学会として生まれ変わりました。そこで、本学術集会は今

までの１０年間の MISt と、今後の MIST を融合したプログラム構成とさせていただきまし

た。 

特別講演には、日整会理事長・慶應義塾大学教授、松本守雄先生から低侵襲脊椎手術への

提言を、脊椎脊髄病学会副理事長・浜松医科大学教授、松山幸弘先生からヘルニコアによる

椎間板ヘルニア治療をいただきました。また、特別シンポジウムとして、急性期脊髄損傷に

対する新治療法について、筑波大学教授、山崎正志先生、札幌医科大学教授、山下敏彦先生、

慶應義塾大学教授、中村雅也先生に、本治療の最前線を論じていただきました。 

さらに MISt10 年を振り返り、かつ、将来を見据えた１０のシンポジウム、高野裕一先生

による次期会長講演、ランチョンセミナーならびに MIST in KOBE セミナーを、それぞれ

４企画させていただきました。 

公募を行った主題・一般演題には全国から 137 題の登録をいただきました。特に MISt 時

代からの低侵襲手術手技の披露を目的とした“見せて魅せます手技”には多くの応募をいた

だきました。登録参加者は 478 名を数え、３会場において、熱い議論がなされたましたこ

とを御報告申し上げます。さらに、２つの頸椎人工椎間板セミナー、メディカルスタッフコ

ースでのハンズオンを企画し、多くの方々に参加いただきました。 

今後は MIST 学会として、低侵襲脊椎治療を今まで以上に横断的・包括的に極める学会

として本学会の存在価値を高めていく必要があります。従来の“”MISt“ の手術手技を本音

で語り合う、学閥を超えた ALL JAPAN の精神を核にして、手術のみならず低侵襲脊椎治療

を探求し極めていくために、今後の MIST の活動には多くの方々（ALL JAPAN）の参画を

お願いいたします。 

最後に、本会の開催にあたり、42 もの多くの企業、病院、団体の皆様から、多大なる協

賛・寄付等をいただきました。この場を借りて深謝申し上げます。 

次回は 10.5 回として星野雅洋会長の下で、MIST 技術セミナーとして、2020 年 11 月 28



日（土）に新高輪プリンスホテル（東京）で開催されます。 

さらに、第 11 回 MIST 学会は高野裕一会長の下、ステーションカンファレンス東京で 2021

年 6 月 26 日（土）、27 日（日）に開催されます。ふるって御参加いただきますよう、よろ

しくお願い申し上げます。また、皆様とお会いできることを楽しみにしております。 

 














































































